
令
和
七
年
度
第
二
十
二
回
通
常

総
会
が
五
月
二
十
七
日
（
火
）

館
山
市
「
夕
日
海
岸
昇
鶴
」
に
て

館
山
税
務
署
か
ら
竹
川
洋
樹
署
長

始
め
幹
部
の
方
々
・
千
葉
県
館
山

県
税
事
務
所
か
ら
岡
田
晃
所
長
が

来
賓
と
し
て
ご
臨
席
を
頂
き
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

小
泉
副
会
長
の
開
会
の
辞
、
小

芝
会
長
挨
拶
、
議
事
は
小
芝
幸
一

会
長
が
議
長
に
指
名
さ
れ
、
左
記

の
議
案
を
審
議
、
い
ず
れ
の
議
案

も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

◎
正
会
員
当
日
出
席
者
五
十
名
、

書
面
決
議
書
提
出
者
十
八
名
、

委
任
状
提
出
者
一
、
一
〇
六
九
名
、

合
計
一
、
一
三
九
名
で
適
法
成
立
）

☆
提
出
議
案
☆

◎
第
一
号
議
案

令
和
六
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
承

認
の
件

◎
第
二
号
議
案

令
和
七
年
度
事

業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
報
告
承

認
の
件

引
き
続
き
、
多
年
に
亘
り
支
部

役
員
と
し
て
青
色
申
告
会
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
青
色

申
告
会
会
長
感
謝
状
が
次
の
六
名

の
方
々
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

◇
幹
事

真
正

修

氏

（
館
山
第
一
支
部
）

◇
幹
事

松
本

健
一

氏

（
那
古
船
形
支
部
）

◇
幹
事

川
﨑

裕
史

氏

（
富
浦
支
部
）

◇
幹
事

青
木

敏
夫

氏

（
富
山
支
部
）

◇
幹
事

大
嶋

忠
明

氏

（
鋸
南
支
部
）

◇
幹
事

安
田

仁

氏

（
白
浜
支
部
）

◇
幹
事

石
井

邦
雄

氏

（
丸
山
支
部
）

◇
幹
事

石
井

作
一

氏

（
和
田
支
部
）

◇
幹
事

藤
田

正
彦

氏

（
江
見
支
部
）

◇
幹
事

岡
安

一
成

氏

（
江
見
支
部
）

こ
の
後
、
ご
来
賓
の
ご
祝
辞
を

頂
戴
し
、
吉
川
副
会
長
の
閉
会
の

辞
に
よ
り
閉
会
し
た
。

（
そ
の
後
、
懇
親
会
を
開
催
し
、

和
気
藹
々
の
内
終
了
）

◇
青
年
部
定
時
総
会
開
催

令
和
七
年
度
青
年
部
定
時
総
会

（
福
原
健
太
郎
部
長
）
が
、
六
月

九
日
㈪
館
山
市
「
若
松
」
に
て
九

名
が
出
席
し
て
開
催
。

第
一
号
議
案
・
令
和
六
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告

第
二
号
議
案
・
令
和
七
年
度
事

業
計
画
案
並
び
に
収
支
予
算
案
の

議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
可
決
さ

れ
た
。
）

◇
女
性
部
定
時
総
会
開
催

令
和
七
年
度
女
性
部
定
時
総
会

（
横
山
伸
子
部
長
）
が
、
六
月
十

六
日
㈪
館
山
市
「
法
青
会
館
」
に

て
二
十
二
名
が
出
席
し
て
開
催
。

第
一
号
議
案
・
令
和
六
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
、

第
二
号
議
案
・
令
和
七
年
度
事

業
計
画
案
並
び
に
収
支
予
算
案
全

て
の
議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
可

決
さ
れ
た
。

◇
理
容
部
会
定
時
総
会
開
催

令
和
七
年
度
・
理
容
部
会
定
時

総
会
（
仲
山
敏
明
部
会
長
）
が
、

六
月
十
六
日
㈪
館
山
市
「
法
青
会

館
」
に
て
九
名
が
出
席
し
て
開
催
。

第
一
号
議
案
・
令
和
六
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
、

第
二
号
議
案
・
令
和
七
年
度
事

業
計
画
案
並
び
に
収
支
予
算
案
全

て
の
議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
可

決
さ
れ
た
。
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た

て

や

ま
一般社団法人館山青色申告会

〒２９４－００４５

館山市北条１，４９１

（法青会館内）

☎０４７０－２２－１００５

FA０４７０－２３－６１００

令和７年５月３１日 現在

会員数（２，０９４名）

（令和７年度第２２回通常総会・会長挨拶）

本日、一般社団法人館山青色申告会、令和七年度 第二十二回通常総会

のご案内をいたしましたところ、会員皆様には大変お忙しい中、ご出席を

いただき心からお礼申し上げます。

今回の総会には、公務ご多忙の中、館山税務署から竹川署長をはじめ幹部

の方々、千葉県館山県税事務所から岡田所長、税理士会より早野支部長、

法人会より本間会長、千葉県青色申告会連合会より片岡副会長のご臨席を

賜わり、誠にありがとうございます。通常総会を開催できますことをこの

場をお借りしまして、お礼申し上げます。

令和６年分確定申告につきましては、イータックスでの申告件数が、１，

８３５件で提出が１００％でした。皆様のご協力をいただき、大変スムー

ズに確定申告指導相談が終了致しました。感謝申し上げる次第でございま

す。

また、安房地区の物価高の影響で、農業、畜産業を中心とした会員の廃

業が増えております。当会の事業活動基本方針でも掲げております健全な

納税者団体として事業の公益性を高め会員増強運動を推進し、税務当局と

の相互信頼を基調に税務行政の円滑な運営に協力し、申告制度及び青色申

告運動の発展に寄与することを念頭に置き、会活動を運営していく所存で

ございます。

今、青色申告会も、会員の減少が止まりません。会員減少幅は、少なく

なっておりますが、今後の会の安定した財政基盤造りは、いかに会員減少

食い止め、経費の削減などの取り組みが重要と考えております。

定款にも掲げております青色申告会の目的は、青色申告制度の普及、納税

道義の高揚であり、誠実な記帳と適正な申告、地域社会の健全な発展を図

り、会活動を積極的に展開して、継続していことが、青色申告会の使命で

あり実行すべき施策です。

この総会におきまして、第一号議案から第二号議案についてご審議いた

だくことになっておりますので、よろしくご協力の程お願いいたします。

結びに、ご列席の皆様、より一層のご支援、ご協力を賜わりますとともに、

皆様のますますのご健勝とご繁栄を心から祈念いたしまして私の挨拶とさ

せていただきます。

令和７年５月２７日

会長 小芝 幸一

☆農家の方へ☆
（千葉県肥料価格高騰緊急支援事業で肥料価格高騰の影響

受けた農業者の皆様に給付金が交付されます）

（申請期間）

令和７年６月２日㈪～令和７年８月１５日㈮まで

（交付対象者）

生産性向上に取り組む農業経営体※

※農産物の生産を行っており農産物販売が50万円以上の方

（給付金額）

肥料価格高騰額の１/２以内を支援

令和6年青色決算書の肥料費×0.23×1/2＝申請額

第１９回会員研修旅行（群馬県・草津温泉の旅）
◎日時 ９月２３日㈫～２４日㈬（申込Tel0470-22-1005/FAX23-6100）

◎募集人員 ３０名（最寄り乗車場所等は後日連絡）

◎申込締切日 ８月３１日（定員になり次第締め切り）

◎研修費用 ３４，０００円（当日徴収）

◎宿泊先：ホテル高松(0279-72-2701) 草津温泉湯畑まで約400ｍ

◎日程

【１日目】館山駅西口7：00発～富浦・富山・鋸南～君津BTｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ～海ほたる

～首都高速～関越道～渋沢栄一記念館～【昼食】深谷市内～白糸の滝～浅間白根

火山ルート～宿泊先/草津温泉ホテル高松16：00

【2日目】ホテル8：30～ちちやまんじゅう～浅間酒造～道の駅やんば（八ッ場ダム

ツアー～群馬まいたけセンター～卯三郎こけし～関越道～海ほたる～君津BTｾﾌﾞﾝ

ｲﾚﾌﾞﾝ ～館山駅西口19：00頃 ※（鴨川方面は乗り合わせで君津BTから乗車）
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